
別　紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度） （単位：円）

（備　考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

2

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

116,606,748

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

主要地方道舞鶴野原港高浜
線ほか道路整備事業

京都府 139,595,335

一般府道上杉和知線ほか道
路整備事業

京都府 130,178,400

交付金充当額 備　考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

121,765,410



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 上位計画の終期まで

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

主要地方道舞鶴野原港高浜線ほか道路整備事業

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

京都のみち　2040
第３章　将来構想を実現するための道路施策
　１　日常生活を支え、すべての人にやさしい道
　　⑤中山間地域における持続可能な交通の確保
　　　離合が困難な隘路部が存在する地域道路で1.5車線的道路整備を推進
　　　地域状況に応じた道路ネットワークの充実を図る。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 京都府
交付金事業実施場所 京都府舞鶴市一円

交付金事業の概要

災害発生時など緊急時において、緊急輸送道路へアクセスする路線にも関わらず、幅員狭小・線形不良箇所
が連続する区間等を有する府道に対して、待避所設置、道路拡幅等を施工することにより安心・安全を確保
しました。

重力式擁壁V=177m3、補強土壁A=249m2、台付管L=37M



総事業費 120,509,636 142,755,091 139,595,335
交付金充当額 116,431,020 118,980,900 121,765,410

うち経済産業省分 116,431,020 118,980,900 121,765,410
うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

3

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

3
達成度 % 100.0% 100.0% 66.7%

令和４年度

工事実施件数
活動実績 件 3 3 2
活動見込 件 3

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

対象路線にお
ける道路構造
令の規定に適
合するように
改築された道
路の割合

道路改良率

成果実績 % 60.5%

目標値 % 63.6%

達成度 % 95.1%

評価年度の設定理由
事業終了後に速やかに評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
－



用地補償（水ケ浦工区） 随意契約（特命） 地権者 68,035

道路築造工（大山工区） 一般競争入札 (株)総進建設工業（舞鶴市） 84,849,600

測量・詳細設計（赤野工区・大
山工区）

指名競争入札 (株)京都イングス（京都市） 17,259,000

測量・詳細設計（赤野工区） 指名競争入札
内外エンジニアリング(株)（京
都市）

4,195,400

道路築造工（赤野工区） 一般競争入札 岩鼻工業(株)（綾部市） 33,223,300

交付金事業の評価課室 道路建設課
交付金事業の担当課室 道路建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
交付金事業の契約の概要



事業期間の設定理由 上位計画の終期まで

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

京都のみち　2040
第３章　将来構想を実現するための道路施策
　１　日常生活を支え、すべての人にやさしい道
　　⑤中山間地域における持続可能な交通の確保
　　　離合が困難な隘路部が存在する地域道路で1.5車線的道路整備を推進
　　　地域状況に応じた道路ネットワークの充実を図る。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 京都府
交付金事業実施場所 京都府綾部市一円

交付金事業の概要

災害発生時など緊急時において、緊急輸送道路へアクセスする路線にも関わらず、幅員狭小・線形不良箇所
が連続する区間等を有する府道に対して、待避所設置、道路拡幅等を施工することにより安心・安全を確保
しました。

ブロック積みA=610m2、現場打水路N=1箇所

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

一般府道上杉和知線ほか道路整備事業



総事業費 124,569,597 120,190,438 130,178,400
交付金充当額 111,857,040 112,898,700 116,606,748

うち経済産業省分 111,857,040 112,898,700 116,606,748
うち文部科学省分

交付金事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

2

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

3
達成度 % 100.0% 150.0% 66.7%

令和４年度

工事実施件数
活動実績 件 2 3 2
活動見込 件 2

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

対象路線にお
ける道路構造
令の規定に適
合するように
改築された道
路の割合

道路改良率

成果実績 % 49.9%

目標値 % 52.8%

達成度 % 94.5%

評価年度の設定理由
事業終了後に速やかに評価するため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等
－



測量・詳細設計（草壁工区） 指名競争入札
基礎地盤コンサルタンツ（株）
（京都市）

10,488,500

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

測量・詳細設計（老富工区） 指名競争入札 牧草総合設計（株）（京都市） 3,166,900

道路築造工（施福寺工区） 一般競争入札 （株）永田建設（舞鶴市） 62,021,300

測量・詳細設計（草壁工区） 指名競争入札
（株）和田測量設計事務所（京
都市）

3,494,700

交付金事業の評価課室 道路建設課
交付金事業の担当課室 道路建設課

道路築造工（施福寺工区） 一般競争入札 （株）原田組（舞鶴市） 33,754,600

測量・詳細設計（施福寺工区） 指名競争入札 （株）京都イングス（京都市） 6,760,600

測量・詳細設計（老富工区） 指名競争入札
福田総合コンサルタント（株）
（京都市）

4,463,800

測量・詳細設計（草壁工区） 指名競争入札
（株）関西土木技術センター
（京都市）

6,028,000

交付金事業の契約の概要



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

備 考

1
公共施設に係る整
備、維持補修又は
維持運営等

清掃車両維持管理事業 宇治市 4,100,000 4,100,000 4,100,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度　　令和4年度

車両の適正な維持
管理

車両の適正な維持
管理

達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

令和4年度の事業完了後、早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 台 37

目標値 台 37

ごみ収集業務に必要な清掃車両の更新を行うことにより、適正な車両の維持管理を図り、業務の効率
化・円滑化を図ることができた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第3次ごみ処理基本計画（令和元年度～10年度）
（基本理念）共生の環～未来のために循環型社会を目指して～
（基本方針）市民、事業者、行政の連携・協働による3Rの推進
　　　　　　　効率的かつ安定的なごみ処理システムの構築
　　　　　　　ごみの適正処理の推進

目標：家庭系・事業系ごみの1日あたり平均排出量を8％削減（H29年度→令和10年度）

事業開始年度 令和4年度 事業終了年度 令和4年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 宇治市

交付金事業実施場所 宇治市宇治琵琶

交付金事業の概要
清掃車両の更新を実施。
ごみ収集業務に必要な清掃車両の更新を行うことにより、適正な車両の維持管理を図る。

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等

清掃車両維持管理事業



競争入札による 西部オート(株)

交付金事業の担当課室 宇治市人権環境部まち美化推進課

交付金事業の評価課室 宇治市政策企画部財政課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

清掃車両の購入 4,100,000

計 4,100,000

交付金充当額 4,100,000

交付金事業の総事業費等 Ｒ4年度 年度 年度 備考

総事業費 4,100,000

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 Ｒ4年度

達成度 ％ 100

車両の適正な維持管理

活動実績 個数・年 37

活動見込 個数・年 37



別　紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

（備　考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1,243,000 1,243,000

2

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

綾部市天文館展示機器整備
事業

綾部市 7,623,000

4

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

お茶の京都交流拠点運営支
援事業

宇治田原町 1,900,000 1,900,0001,900,000

1

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

あやべ温泉施設改修事業 綾部市 1,243,000

7,623,000 7,623,000

3,410,0003

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

共同調理場環境整備事業 宇治田原町 2,963,000 2,963,000

交付金充当額 備　考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費



事業期間の設定理由 ―

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 綾部市

交付金事業実施場所 綾部市睦寄町

交付金事業の概要
あやべ温泉は、竣工から20年以上が経過し、建物内外の経年劣化が進んでおり、施設の管理運営に支障があ
るため、飲料水用揚水ポンプの設備機器改修を実施する。

Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

あやべ温泉施設改修事業

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

補助金事業に関係する主要政策・施策：
第６次綾部市総合計画前期基本計画（令和３年度～令和７年度）
基本目標　産業をおこし、豊かなくらしのあるまち
３　観光と交流の推進
①観光資源の活用と創造
項目１　光明寺二王門や安国寺、私市円山古墳、京都丹波高原国定公園、あやべ温泉など、本市特有の魅力
ある観光資源を保護するとともに、効果的に活用



交付金事業の担当課室 定住交流部　観光交流課

交付金事業の評価課室 企画総務部　財政課

1,243,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

あやべ温泉飲料水用揚水ポンプ取替修繕 随意契約 株式会社　小林電工（綾部市） 1,243,000

計

交付金充当額 1,243,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 1,243,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度 年度

-

達成度 ％ - - -

あやべ温泉
入浴客数（年間）

活動実績 人 - -

活動見込 人 56,000 -

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和８年度

宿泊観光客数
（年間）

宿泊観光客数
（年間）

達成度 ％ 　　　　％

評価年度の設定理由

第６次総合計画の評価年度に設定

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 　　　　人

目標値 人 58,500人

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

綾部市天文館展示機器整備事業

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

補助金事業に関係する主要政策・施策：
第６次綾部市総合計画前期基本計画（令和３年度～令和７年度）
基本目標　教育をたいせつにし、文化のかおるまち
２　社会教育の充実
①社会教育活動の推進
項目３　図書館、天文館、資料館などを活用した市民の学習意欲向上と、ふるさと学習の推進
③天文館活動の充実
項目１　天体観察会など各種イベント開催や情報発信による天文教育を普及

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 綾部市

交付金事業実施場所 綾部市里町

交付金事業の概要
綾部市天文館は、竣工から２７年が経過し、展示機器に老朽化による不具合が頻発しているため、展示機器
の更新を実施する。

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和８年度

天文館利用者数
（年間）

天文館利用者数
（年間）

達成度 ％ 　　　　％

評価年度の設定理由

第６次総合計画の評価年度に設定

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 　　　　人

目標値 人 12,000人

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度 年度

-

達成度 ％ - - -

天文館利用者数
（年間）

活動実績 人 - -

活動見込 人 12,000 -

交付金充当額 7,623,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度     年度     年度 備考

総事業費 7,623,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

綾部市天文館展示機器整備事業 随意契約 ヨシモトプロテック株式会社（京都市） 7,623,000

計

交付金事業の担当課室 教育部　社会教育課

交付金事業の評価課室 企画総務部　財政課

7,623,000



事業期間の設定理由 -

Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業の概要 コンビオーブン及び配送用コンテナの購入

交付金事業に関係する主要政策
と目標

宇治田原町第５次町づくり総合計画
　まちづくりの目標４　子育てと学びを応援するまち
　　　４－２　子どもたちの教育の充実

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

3
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

共同調理場環境整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 宇治田原町

交付金事業実施場所 京都府綴喜郡宇治田原町緑苑坂



交付金事業の担当課室 学校教育課

交付金事業の評価課室 産業観光課

物品購入（配送用コンテナ） 随意契約 株式会社アイホー　京都営業所 770,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

物品購入（コンビオーブン） 随意契約 株式会社アイホー　京都営業所 2,640,000

計 3,410,000

交付金充当額 2,963,000

交付金事業の総事業費等     令和４年度     年度     年度 備考

総事業費 3,410,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

1

達成度 0% 100% 100%

コンビオーブン及び配送用コンテナの
購入

活動実績 式 0 1 1

活動見込 式 0 1

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和４年度

出生数 人

達成度 人 12.50%

評価年度の設定理由

事業実施年度終了後すぐに

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 38

目標値 人 ３０４人

ー

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

お茶の京都交流拠点運営支援事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 宇治田原町

交付金事業実施場所 京都府綴喜郡宇治田原町湯屋谷

交付金事業の概要 観光・交流拠点施設の指定管理料

交付金事業に関係する主要政策
と目標

宇治田原町第５次まちづくり総合計画
　まちづくりの目標３　活気にあふれる交流のまち
　　　３－１　交流・定住人口の増加によるまちの活性化
　　　　　主な関連個別計画　宇治田原町観光振興計画

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 -

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和４年度

観光入込客数 人

成果実績 人 １７４，１２５人

目標値 人 ２０万人

達成度 人 87%

評価年度の設定理由

事業実施年度終了後すぐに

交付金事業の定性的な成果及び評価

ー

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

観光・交流拠点施設の指定管理料

活動実績 式 1 1 1

活動見込 式 1 1 1

達成度 100% 100% 100%



1,900,000

交付金事業の担当課室 産業観光課

交付金事業の評価課室 産業観光課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

指定管理料 随意契約 １７３８やんたん里づくり会 1,900,000

計

交付金事業の総事業費等     令和４年度     年度     年度 備考

総事業費 1,900,000

交付金充当額 1,900,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

総合文化会館管理運営事業 舞鶴市 6,000,000 6,000,000 6,057,262

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

8
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

図書館会計年度任用職員設置
事業

舞鶴市

5
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

消防団活性化対策事業 舞鶴市

（単位：円）

4,000,000 4,000,000 6,467,659

4
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

環境衛生施設管理運営事業
（リサイクル事務所）

舞鶴市 10,000,000 10,000,000 15,766,910

3
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

環境衛生施設管理運営事業
（清掃事務所）

舞鶴市 47,000,000 47,000,000 53,891,147

2
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

陶芸館管理運営事業 舞鶴市 4,000,000 4,000,000 4,528,427

6
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

学校施設管理運営事業 舞鶴市 51,000,000 51,000,000 113,881,566

13,000,000 13,000,000 16,060,914

7
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

公民館管理運営事業 舞鶴市 16,000,000 16,000,000 18,210,689



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 ―

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第7次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第1章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第4節　生涯を通じて健幸（健康・幸福）で文化的なまち
　　　第2項　文化を楽しみ創造するまちづくり
　　　　2．文化芸術創造都市への取組推進
　　　　　②総合文化会館をはじめとする文化施設の活用促進
　　　　　　　総合文化会館を文化芸術活動の拠点として、市民が利用しやすい管理運営や文化情報の収集
　　　　　　と発信に努めます。
　　　　　　　陶芸館が子どもから高齢者までの市民が利用しやすい施設となるよう、様々な陶芸アート活
　　　　　　動の普及を図ります。
　目標：　総合文化会館の利用者人数　2022（4年目）110,000人

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字浜2021番地

交付金事業の概要
舞鶴市総合文化会館に適切な人員を配置し、文化芸術活動の拠点として、市民が利用しやすい管理運営や文化情報
の収集と発信に努めます。

公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

総合文化会館管理運営事業

番号 措置名 交付金事業の名称

1



交付金事業の担当課室 市民文化環境部 文化スポーツ室　文化振興課

交付金事業の評価課室 市民文化環境部 文化スポーツ室　文化振興課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

計 0

交付金充当額 6,000,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 6,000,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 113%

舞台技術、事務員の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間(月)）

活動実績 人月 36

活動見込 人月 32

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

総合文化会館の活
用促進

総合文化会館の利用
者人数

達成度 % 45.6%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度において評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 50,203

目標値 人 110,000

本交付金の活用により総合文化会館臨時職員4名の賃金を確保することができ、文化芸術活動の拠点として、使用し
やすい施設の管理運営や、文化情報の収集と発信を行うことが出来ました。利用者人数については、新型コロナウ
イルス感染症の影響により、貸館事業が中止・縮小となり目標値には届きませんでしたが、市の自主事業は概ね予
定通り開催できました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

陶芸館管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字岡安3番地の2

交付金事業の概要
舞鶴市陶芸館に適切な人員を配置し、子どもから大人までの市民が利用しやすい管理運営や陶芸アート活動の普及
に努めます。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第7次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第1章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第4節　生涯を通じて健幸（健康・幸福）で文化的なまち
　　　第2項　文化を楽しみ創造するまちづくり
　　　　2．文化芸術創造都市への取組推進
　　　　　②総合文化会館をはじめとする文化施設の活用促進
　　　　　　　総合文化会館を文化芸術活動の拠点として、市民が利用しやすい管理運営や文化情報の収集
　　　　　　と発信に努めます。
　　　　　　　陶芸館が子どもから高齢者までの市民が利用しやすい施設となるよう、様々な陶芸アート活
　　　　　　動の普及を図ります。
　目標：　陶芸館の利用者人数　3,000人（2022）

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

陶芸館の活用促進 陶芸館の利用者人数

成果実績 人 2,396

目標値 人 3,000

達成度 % 79.9%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度において評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

本交付金の活用により陶芸館臨時職員3名の賃金を確保することができ、子どもから大人までの市民が利用しやすい
施設運営、陶芸アート活動の普及に努めることが出来ました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

事務員、作業員等の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間(月)）

活動実績 人月 27

活動見込 人月 24

達成度 % 113%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 4,000,000

交付金充当額 4,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

計 0

交付金事業の担当課室 市民文化環境部 文化スポーツ室　文化振興課

交付金事業の評価課室 市民文化環境部 文化スポーツ室　文化振興課



番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

環境衛生施設管理運営事業(清掃事務所)

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字森地内

交付金事業の概要 電気料金 約8か月分

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第１章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第５節　豊かな自然環境を守り育むまち
　　　第２項　循環型社会の確立
　　　　１．ごみ減量の取組
　　　　　②効率的なごみの収集体制の構築
　　　　　　ＩｏＴを活用した新技術導入を検討するなど、ステーション回収の改善や収集頻度・回収拠点の拡充など
　　　　　により、排出機会の確保の充実を図ります。

　目標：　継続的かつ安定的なごみ処理の実施

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

施設へのごみ搬入
量に対する焼却率

焼却量／搬入量
95％以上

成果実績 % 99

目標値 % 95

達成度 % 95.8%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価

電気の安定供給により、施設の安定運転が可能となり焼却率の目標を達成することができた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

電力使用量

活動実績 kWh 2,055,507

活動見込 kWh 2,725,687

達成度 % 75%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 47,000,000

交付金充当額 47,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

電気需給

計 0

交付金事業の担当課室 市民文化環境部　環境対策室　清掃事務所

交付金事業の評価課室 市民文化環境部　環境対策室　清掃事務所

随意契約 関西電力株式会社ソリューション本部



番号 措置名 交付金事業の名称

4
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

環境衛生施設管理運営事業（リサイクル事務所）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 舞鶴市字森65-2

交付金事業の概要
舞鶴市リサイクルプラザの施設の維持管理運営経費のうち、電気使用料へ充当されることにより当該運営経費が確
保され、ごみを継続的かつ安定的に適正に処理することが持続可能となり地域住民の生活環境の保全および公衆衛
生の向上が図られるものです。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第７次舞鶴市総合計画（２０１９～２０２６）
　第１編　まちづくり戦略
　　第１章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　　第５節　豊かな自然環境を守り育むまち
　　　　第２項　循環型社会の確立
　　　　　環境への負荷軽減に努めるためには、資源・エネルギー利用の効率化を図り、廃棄物の発生抑
　　　　制・再利用・再資源化する循環型社会への移行を速やかに進める必要があります。市民・事業者・
　　　　市民団体と連携・協働し、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）や環境美化活動に取り組み
　　　　ます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　令和４年度

ごみ搬入量に対す
る処理量

95％以上
3,500ｔ

成果実績 ％、ｔ 2808t（100%）

目標値 ％、ｔ 3500t

達成度 ％、ｔ 105.26%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価

搬入受付手数料徴収によるごみ搬入量の減少も相まって、適正かつ効率的なごみ処理が図れた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度 年度 年度

使用電力量

活動実績 Ｋｗ 523,181

活動見込 Ｋｗ 600,000

達成度 Ｋｗ 87%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 年度 備考

総事業費 10,000,000

交付金充当額 10,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

電気需給契約 高圧電力ＢＬ(550ＫＷ)

計 0

交付金事業の担当課室 市民文化環境部　環境対策室　リサイクル事務所

交付金事業の評価課室 市民文化環境部　環境対策室　リサイクル事務所

随意契約 日立造船(株)



番号 措置名 交付金事業の名称

5
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

消防団活性化対策事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字浜ほか19件

交付金事業の概要
「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」に基づき、消防団活動の充実強化、消防団の装備の改
善を図る。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第２章　安心のまちづくり
　　第２節　防災・減災対策の強化
　　　第４項　地域防災力の強化・向上
　　　　２．消防団活動の充実強化
　　　　　②消防団装備の充実
　　　　　　消防団が必要とする施設・車両・装備は、消防団組織のあり方や消防団員の構成（年齢・性
　　　　　別・人数等）、地域の実情、災害発生状況により異なることから、消防団員が活動しやすく有効
　　　　　に機能するよう適正配置を図るとともに、現有装備については、適切な維持管理に努めます。
　　　目標：消防団装備の充実強化

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

更新計画に基づく
消防団装備の充実
強化

防火衣34着
消防団活動服一式245

着

成果実績 着 防火衣34着　消防団活動服一式245着

目標値 着 防火衣34着　消防団活動服一式245着

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

消防団装備の充実強化のため、当該年度において実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

消防団員の装備品のうち主なものとして活動服は整備実施から１５年、防火服は１７年経過し、年次更新計画によ
り更新。活動服一式245着、防火服34着、水防資機材（ヒップウエーダー）15着を更新した。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

消防団装備の充実強化　１００％
（防火衣34着、消防団活動服一式245着）

活動実績 着 279

活動見込 着 279

達成度 % 100%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 4,000,000

交付金充当額 4,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

活動服・防火服 6,340,609

127,050

計 6,467,659

交付金事業の担当課室 消防本部　消防総務課

交付金事業の評価課室 消防本部　消防総務課

入札 株式会社英里奈

水防資機材（ヒップウェーダー） 随意契約 大槻ポンプ工業株式会社



番号 措置名 交付金事業の名称

6
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

学校施設管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字溝尻ほか24件

交付金事業の概要

舞鶴市には、小学校18校、中学校7校があり、ふるさと舞鶴を愛し、夢に向かって自らの将来を切り拓き、力強く生
き抜く子どもの育成を図り、「確かな学力」や「豊かな心」、「健やかな体」など、バランスのとれた生きる力を
小中一貫した教育を推進することによって育むとともに、児童生徒一人ひとりを大切にした学校づくりを推進し、
目標を達成するため、教育環境を維持し、適切な管理運営に努めます。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第１章　　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第３節　子育て環境日本一を目指すまち
　　　第３項　夢に向かって自らの将来を切り拓く子どもを育成するための環境づくり
　　　　ふるさと舞鶴を愛し、夢に向かって自らの将来を切り拓き、力強く生き抜く子どもの育成を図りま
　　　す。そのため、「確かな学力」や「豊かな心」、「健やかな体」など、バランスのとれた生きる力を
　　　小中一貫した教育を推進することによって育むとともに、児童生徒一人ひとりを大切にした学校づく
　　　りを進めます。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

授業がよくわかる
と回答した子ども
の割合

80％以上

成果実績 % （小６）83.6％　（中３）80％

目標値 % 80

達成度 % （小６）104.5%　（中３）100％

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度において評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

本事業の実施により、市内小中学校で使用する電力を賄い、安定した教育環境を維持し適切な管理運営を行うこと
ができた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

使用電力量

活動実績 KWh 2,606,157

活動見込 KWh 3,061,000

達成度 % 85%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 51,000,000

交付金充当額 51,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

電力供給契約 113,881,566

計 113,881,566

交付金事業の担当課室 教育振興部教育総務課

交付金事業の評価課室 教育振興部教育総務課

随意契約
低圧・街灯：関西電力㈱
高圧：関西電力送配電㈱、関西電力㈱



番号 措置名 交付金事業の名称

7
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

公民館管理運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字余部下（中公民館）ほか5件

交付金事業の概要
舞鶴市の各公民館に適切な人員を配置し、子どもから高齢者までの幅広い市民が気軽に集い利用しやすい施設運営
や公民館事業の実施に努めます。

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第１章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第４節　生涯を通じて健康（健康・幸福）で文化的なまち
　　　第４項　いつまでも学び活動を続けることができるまちづくり
　　　　１．多様な学びと交流の提供
　　　　　③公民館における交流の場の提供
　　　　　　　公民館は地域の拠点施設として、子どもや働き盛り世代、高齢者など幅広い世代の住民が集
　　　　　　い交流する場を提供することで、地域の活性化と、地域課題への多世代連携による対応力の強
　　　　　　化を図ります。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

公民館定期講座の
実施

公民館定期講座の種
類

成果実績 種 32

目標値 種 70

達成度 % 45.7%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度において評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

本補助の活用により、通常の貸館業務に加え定期講座や自主事業等を実施しながら運営することができました。
定期講座は、希望講座にばらつきがあり人数不足で実施できない講座もありましたが、受講者のニーズを把握し、
代わりに自主事業として実施するなど対応をしました。
今後とも安定した公民館の運営を行うことにより、幅広い世代の地域住民が交流できる場を提供し、地域課題を解
決しながら地域活性化を図っていきます。　　会計年度職員12人の人件費9ヶ月分

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

公民館事務員の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間(月)）

活動実績 人月 108

活動見込 人月 104

達成度 % 104%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 16,000,000

交付金充当額 16,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

計 0

交付金事業の担当課室 市民文化環境部　人権啓発・地域づくり室　地域づくり支援課

交付金事業の評価課室 市民文化環境部　人権啓発・地域づくり室　地域づくり支援課



番号 措置名 交付金事業の名称

8
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

図書館会計年度任用職員設置事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字溝尻ほか１件

交付金事業の概要 舞鶴市立東・西図書館に会計年度職員の配置を行い、図書館利用環境の向上、サービスの充実を図る

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第1章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第４節　生涯を通じて健幸（健康・幸福）で文化的なまち
　　　第４項　いつまでも学び活動を続けることができるまちづくり
　　　　2．本を通じての学びや地域及び生活課題の解決支援
　　　　　①子どもと本をつなぐ取組
　　　　　　　　　目標：　「赤ちゃんおはなし会」の参加者数　　700人
　　　　　　　　　　　　　　「おはなし会」等催し参加者数　　　　1,300人
　　　　　②学びの場づくりと図書館資料等の提供

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

10人
会計年度職員の

配置人数

成果実績 人 11

目標値 人 10

達成度 % 110.0%

評価年度の設定理由

年度当初から年度末まで、年間を通じて実施することが必要な事業であるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

会計年度任用職員の継続した配置、繁忙期の配置が叶い、安定した図書館運営を行うことができた。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

司書、事務員の雇用量
（雇用人数(人)×雇用期間(月)）

活動実績 人月 85

活動見込 人月 65.6

達成度 % 130%

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 13,000,000

交付金充当額 13,000,000

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

計 0

交付金事業の担当課室 市民文化環境部　文化スポーツ室　図書館課

交付金事業の評価課室 市民文化環境部　文化スポーツ室　図書館課

交付金事業の契約の概要



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

町道蒲生実勢線外交通安全
対策工事

京丹波町 4,400,000 4,400,000 4,997,300

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 ―

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

通学路等交通安全プログラム
基本方針：継続的に通学路等の安全を確保するため、引き続き合同点検を実施するとともに、対策実施後の
　　　　　効果把握を行い、さらなる対策の改善・充実を図ります。
　　　　　これらの取組をＰＤＣＡサイクルとして繰り返し実施し、通学路等の安全性の向上を図っていきま
          す。
（施策分野：道路・交通　　　施策方向：道路の整備）
・目標：安全対策完了数(R3年度～R9年度)
　　　　　現状　　　  　  3箇所（R3年度）
　　　　　最終目標　　18箇所（R9年度）

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 京丹波町

交付金事業実施場所 京丹波町蒲生ほか5件

交付金事業の概要

通学路等交通安全プログラムにより、改善の必要がある道路の交通安全対策工事を行い、歩行者の安全を
確保するもの。
・工事延長　L=1,505m
・路側防護柵工L=29m、区画線工(実線・15cm)L=3,000m、区画線工(破線・15cm)L=534m
防護柵工L=11m、縁石工L=5m、車止めポスト工N=1本

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

町道蒲生実勢線外交通安全対策工事



交付金事業の担当課室 土木建築課

交付金事業の評価課室 土木建築課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

道路工事 4,997,300

計 4,997,300

一般競争入札 株式会社　野口建設

交付金充当額 4,400,000

交付金事業の総事業費等     ４年度     年度     年度 備考

総事業費 4,400,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 ４年度 年度 年度

達成度 ％ 100

町道蒲生実勢線外の安全対策
L=1,505ｍ

活動実績 ｍ 1,505

活動見込 ｍ 1,505

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和５年度

交通安全施設の整
備を行い、通行者
の安全を確保す
る。

安全対策完了割合
安全対策完了数÷
18（目標数）×100 達成度 ％ 50

評価年度の設定理由

事業実施翌年度に評価を実施。

補助事業の定性的な成果及び評価

成果実績 箇所 9

目標値 箇所 18

－

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

市道大向線
自然災害防止工事

南丹市 6,000,000 6,000,000 24,922,700

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

（単位：円）



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）

事業期間の設定理由 ―

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

補助金事業に関する主要政策・施策：
第２次南丹市総合振興計画（平成３０年度から令和９年度）
６．安全・安心のまちづくり
（３）交通安全対策の強化
当路線については、近年法面の風化による落石が多く見受けられ、大変危険状況にあることから、特に緊急性のある区間
を選定し、早急に安全対策を講じる。

目標：まちづくりを支える基盤としての道路網が整備され、市内外の円滑な交流や経済活動が活発なまちをめざします。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南丹市

交付金事業実施場所 京都府南丹市八木町神吉地内

交付金事業の概要
恒常的に発生している落石への安全対策として、緊急性のある区間を選定して法面保護及び落石防護の自然災害防止工事
を実施するものである。（大型ブロック積A＝342.7ｍ2）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

市道大向線自然災害防止工事



交付金事業の担当課室 南丹市土木建築部　道路河川課

交付金事業の評価課室 南丹市土木建築部　道路河川課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

市道大向線自然災害防止工事 24,922,700

計 24,922,700

一般競争入札 高屋設備株式会社　代表取締役　高屋　正則

交付金充当額 9,000,000 6,000,000 6,000,000

交付金事業の総事業費等     令和２年度     令和3年度     令和４年度 備考

総事業費 9,000,000 6,000,000 6,000,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度  令和４年度

0.05

達成度 ％ 40.40 44.70 46.9

全体延長　Ｌ＝２．３ｋｍ
過年度までの延長　Ｌ＝1.03ｋｍ　　　割合44.7％
今年度延長　　　　　 Ｌ＝0.05ｋｍ　　割合　2.1％
　　　　計　　　　　　　 Ｌ＝1.08ｋｍ　　割合46.9％

活動実績 ㎞ 0.93 1.03 1.08

活動見込 ㎞ 0.19 0.11

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　　令和４年度

交通安全対策の強化
道路防災工事により対
策工が実施された実延
長と全体延長との割合 達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

落石対策を早急に講じる必要のある区間であるため早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ％ 45.2

目標値 ％ 45.2

－

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



別　紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

4,400,000 5,204,4001
地域活性化

措置

地域活性化
措置

南山城保育園維持運営事業 南山城村 4,400,000 4,400,000

笠置保育所維持運営事業 笠置町 4,400,000

交付金充当額 備　考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は間接
交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

5,956,2002



Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 笠置保育所維持運営事業

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

補助金事業に関係する主要政策・施策：
　笠置町子ども・子育て支援事業計画（令和２年度～令和６年度）
　　第４章　子ども・子育て支援事業計画
　　　（4）幼児期の学校教育・保育の一体的提供および推進体制の確保
目標：笠置保育所の他世代間交流事業実績（令和４年度）
　デイサービスとの交流事業　　５件
　小学校との連携事業　　　　１０件
　相楽東部３町村年長児交流　　２件

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 笠置町

交付金事業実施場所 笠置町大字有市  地内

交付金事業の概要

　笠置保育所の保育士人件費（保育士3名）６か月分。
　笠置町子ども・子育て支援事業計画に基づき、「子供は宝、地域全体で応援していくために　子どもが豊
かな心でのびのびと育つまち　見守りあふれる　笠置町」の実現に向けて電源立地地域対策交付金を活用
し、保育等サービスの充実に努めています。

事業期間の設定理由 ―



笠置保育所の他世
代間交流事業実績

小学校との連携事
業

成果実績 回 5

目標値 回 10

達成度 ％

笠置保育所の他世
代間交流事業実績

デイサービスとの
交流事業

成果実績 回 0

目標値 回 5

達成度 ％

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和８年度

笠置保育所の他世
代間交流事業実績

相楽東部3町村年長
児交流

達成度 ％

評価年度の設定理由

毎年度評価が必要であるため

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 回 3

目標値 回 2

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



うち文部科学省分

うち経済産業省分

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度

18

達成度 ％ 100 100 100

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間（月））

活動実績 人月 18 18 18

活動見込 人月 18 18

4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の総事業費等    Ｒ２元年度    Ｒ３年度    Ｒ４年度 備考

総事業費 4,400,000 4,400,000 4,400,000

0 0 0

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

保育士人件費 雇用 保育士3名 5,204,400

計

交付金事業の担当課室 総務財政課

交付金事業の評価課室 総務財政課

5,204,400



事業期間の設定理由 ―

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南山城村

交付金事業実施場所 京都府相楽郡南山城村北大河原地内

交付金事業の概要
南山城村保育所の保育士人権費（保育士９名分）３ヶ月分
少子化により保育園児数は減少していますが、保育士数を減らすことなくよりきめ細かな保育をおこない、子
育て支援を充実させるため電源立地地域対策交付金を活用します。

Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

2 地域活性化措置 南山城保育園維持運営事業

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

〈補助事業に関係する主要政策・施策と目標〉
第2期　南山城村子ども・子育て・支援事業計画（令和２年度～令和６年度）
第5章　教育・保育　量の見込みと提供体制
４　教育・保育の量の見込み及び確保の方策
⑥幼児期の学校教育・保育の質の確保（南山城保育園の質の確保）
○　３歳からほぼ全員が南山城保育園に入園する本村では、保育園が子どもたちの成長・発達において重要な
役割を担っており、保護者ニーズに応えるサービスや運営の改善、保育施設・設備の整備、適正な保育士の配
置と研修の充実に取り組みます。
＜目標＞
保育士の人数・配置の充実（保育士数の維持・確保）



交付金事業の担当課室 南山城村役場総務財政課

交付金事業の評価課室 南山城村役場総務財政課

5,956,200

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用 保育士9名 5,956,200

計

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備考

総事業費 4,400,000 4,400,000 4,400,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

27

達成度 100.00% 100.00% 100.00%

保育士の人数（人数（人）×期間
（月））

活動実績 人月 29 32 27

活動見込 人月 29 32

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和5年度

要保育児の待機人
数０人

要保育園児の待機
人数達成度（入所
数÷要保育児数×
１００） 達成度 ％ 100

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 人 27

目標値 人 27

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



別　紙

Ⅰ．事業評価総括表 （単位：円）

3

2

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

環境衛生施設整備事業
（リサイクル事務所）

舞鶴市 39,000,000 39,000,000 48,142,600

京都市農業基盤整備事業
（農業用里道・水路等管理
対策事業）

京都市 1,400,000

16,006,100

交付金充当額 備　考番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

1,400,000 1,515,8001

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

公共用施設に係
る整備、維持補
修又は維持運営
等措置

学校施設整備事業 舞鶴市 12,942,350 12,942,350



事業期間の設定理由 ―

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 京都市

交付金事業実施場所 京都市右京区北嵯峨六代芝町　地内

交付金事業の概要 農業用水路改修工事　L=8.7m

Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

京都市農業基盤整備事業（農業用里道・水路等管理対策事業）

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

京都市農林行政基本方針
第５　地域別振興方針
農業
都市的農業地域
本箇所は、土羽構造の農業用水路が傷んでいるため、コンクリート水路に改修をしようというものです。実施
場所は「歴史的風土特別保存地区」内にあることから、景観に配慮し、壁面を化粧型枠で石積風に仕上げる計
画としています。水路の改修により、農家の日常的維持管理の軽減を図り、営農環境の改善を図ることができ
ます。



交付金事業の担当課室 産業観光局農林振興室農林企画課

交付金事業の評価課室 産業観光局農林振興室農林企画課

1,515,800

　

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

農業用水路改修 補助 洛西土地改良区 1,515,800

計

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 1,400,000

交付金充当額 1,400,000

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100

農業用水路改修の距離(m)

活動実績 m 8.7

活動見込 m 8.7

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

評価年度の設定理由

単年度事業のため。

交付金事業の定性的な成果及び評価

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

農業用水路
L=8.7mのうちの
100%を施工する。

土間コンクリート
施工の達成率：
施工完了距離(m)÷
8.7×100

成果実績 m 8.7

目標値 m 8.7

達成度 % 100



Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

環境衛生施設整備事業（リサイクル事務所）

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第１章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第５節　豊かな自然環境を守り育むまち
　　　第２項　循環型社会の確立
　　　　１．ごみ減量の取組
　
目標：
継続的かつ安定的なごみ処理の実施

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字森地内

交付金事業の概要

1. 施設改修工事
（1）№1機器冷却水ポンプ取替工事
（2）放流水ポンプB取替工事
（3）蓄電池触媒栓取替工事
２. 粗破砕機用消耗部品購入
３. 破砕施設等点検整備工事

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

設備の故障等を未
然に防ぎ、安定し
た施設の稼働を維
持します

処理量　3,500ｔ/
年

達成度 % 88.6%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度において評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ｔ/年 3,102

目標値 ｔ/年 3,500

―

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100%

機器整備

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金充当額 39,000,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 39,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

№1機器冷却水ポンプ取替工事 随意契約 ヤマキ建鉄株式会社　代表取締役　岸田徳治 613,800

計

蓄電池触媒栓取替工事 随意契約 （株）技電　代表取締役　中岡 彰 951,500

粗破砕機用消耗部品購入 随意契約 日立造船（株）　取締役社長　三野 禎男 8,877,000

交付金事業の担当課室 市民文化環境部 環境対策室 リサイクル事務所

交付金事業の評価課室 市民文化環境部 環境対策室 リサイクル事務所

48,142,600

放流水ポンプB取替工事 随意契約 ミナト電機商会　代表者　糸井祥巳 283,800

破砕施設等点検整備工事 随意契約 日立造船（株）　取締役社長　三野 禎男 37,416,500



事業期間の設定理由 ―

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 舞鶴市

交付金事業実施場所 京都府舞鶴市字南田辺

交付金事業の概要

舞鶴市立城北中学校のグラウンドは、東側と南側に市道が走り、地元住民の生活道路や生徒の通学路となって
いる。南側は防球ネットが設置されているが、東側については未施工部分があるため、そこからボール等が飛
び出しており、生徒や地元住民の安全・安心な生活に支障をきたしていることから、防球ネットの増設を行
う。

Ⅱ　事業評価個表

番号 措置名 交付金事業の名称

3
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

学校施設整備事業

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

第７次舞鶴市総合計画前期実行計画（2019年度～2022年度）
　第１章　心豊かに暮らせるまちづくり
　　第３節　子育て環境日本一を目指すまち
　　　第３項　夢に向かって将来を切り拓く子どもを育成するための環境づくり
　　　　２．豊かな学びを支える教育基盤整備の推進
　　　　　②質の高い教育環境づくりの推進
　　　　　　 老朽化した学校施設を計画的に改修し、安心・安全な教育環境の維持を図ります。
　　　　　　また、情報活用能力を育成するためのICT教育環境の充実を図るとともに、質の高い学び
            を実現するための学校、図書館の充実を図ります。少子化の進行状況を踏まえ、学校の
            適正規模・適正配置について検討を進めます。

　目標：　生徒の安全・安心な学校生活及び地域や保護者等に信頼される学校づくりのため、学校施設の整備
を進めます。



交付金事業の担当課室 教育振興部　教育総務課

交付金事業の評価課室 教育振興部　教育総務課

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

防球ネット設置工事 指名競争入札 ㈱赤星工業 16,006,100

計 16,006,100

交付金充当額 12,942,350

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 12,942,350

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100%

防球ネット設置

活動実績 ｍ 80

活動見込 ｍ 80

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

ボール等の飛び出
しを防止するた
め、敷地東側に防
球ネットを設置す
る

防球ネット設置
現状　：　20ｍ
目標　：100ｍ

達成度 % 80.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度において評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ｍ 80

目標値 ｍ 100

目標値の未達成理由は、現場精査による架空線及び既存フェンスへの影響回避のための延長変更であり、目標
である敷地外へのボールの飛来は防止することができ、生徒が安心・安全に活動できる環境整備に寄与しまし
た。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）

（単位：円）

備 考

1
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営等措置

京都市農業基盤整備事業
(農業振興対策事業)

京都市 2,988,000 2,988,000 4,598,000

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

京都市農業基盤整備事業（農業振興対策事業）

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

京都市農林行政基本方針
第５ 地域別振興方針
農業
都市的農業地域
西京区大原野地域では、府営及び市営ほ場整備が行われ、水路、道路の整備とともに農地の大区画化により営農の
効率化が図られました。しかし、区画が大きくなったことにより、各農地の高低差が大きくなり、これによって畦
畔は高く、法面は長くなり、日常的な草刈等の維持管理作業に多くの労力を必要とし、また、作業中の転落事故等
も懸念され、十分な維持管理ができなくなった農地が増えています。このため、畦畔法面に管理用通路を設置し、
安全に適正な維持管理作業を行うことができるようにします。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和４年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 京都市

交付金事業実施場所 京都市西京区大原野南春日町　地内

交付金事業の概要
①畦畔管理用通路の設置 L=259.6m
②転落防止柵設置　L=34.0m

事業期間の設定理由 ―



交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和４年度

畦畔管理用通路
L=259.6mと転落防止柵
L=34.0mのうちの100%
を施工する。

管理用通路設置率及び
転落防止柵設置率：
設置完了距離(m)÷
293.6×100 達成度 % 100

評価年度の設定理由

単年度事業のため。

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 m 293.6

目標値 m 293.6

－

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和４年度

達成度 % 100

管理用通路設置及び
転落防止柵設置の距離(m)

活動実績 m 293.6

活動見込 m 293.6

交付金充当額 2,988,000

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 2,988,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

農道路肩改良 4,598,000

計 4,598,000

補助 大原野土地改良区

　

交付金事業の担当課室 産業観光局農林振興室農林企画課

交付金事業の評価課室 産業観光局農林振興室農林企画課



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和３年度）

（単位：円）

備 考

1 地域活性化措置 事業運営基金造成事業 綾部市 151,190,972 151,190,972 151,190,972

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額

41,000,0002
公共用施設に係る
整備、維持補修又
は維持運営措置

施設維持補修基金造成事業 綾部市 41,000,000 41,000,000



Ⅱ．事業評価個表（令和２年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 事業運営基金造成事業

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

第６次綾部市総合計画　前期基本計画（令和３年度～令和７年度）
基本目標　環境をととのえ、健康のあふれるまち
　第１節　環境保全と廃棄物対策の推進
　　施策：「循環型社会の推進」…海洋汚染の原因ともなるプラスチックごみの削減、紙ごみを中心にごみ排出量
　　　　　　の半減を目指す市民活動との連動など、3Rの活動を一層推進し、ごみ減量・分別・資源化を促進
　　目標：地球規模での環境問題が深刻化する中、豊かな自然環境を守り育て、次の世代に引き継ぐために、環
　　　　　　境に対する意識の高揚を図る。
　　　　　　また、環境への負荷を低減する暮らしの実現に向けて、市民や地域全体で環境保全活動に取り組ん
　　　　　　でいく社会の構築を目指す。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 綾部市

交付金事業実施場所 綾部市若竹町

交付金事業の概要
ごみ収集業務委託事業に充当するための基金造成事業
充当予定期間（令和５年度～令和８年度）

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和９年度

１人当たりのごみ排
出量（家庭ごみ）

（年間）１８０ｋｇ

１人当たりのごみ排
出量

達成度

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ―

目標値 ｋｇ １８０ｋｇ

当該基金の造成により、今後４年間ごみ収集業務委託を安定的に実施する財政基盤が整いました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

1

達成度 100% 100% 100%

事業運営基金造成件数

活動実績 件 1 1 1

活動見込 件 1 1

交付金充当額 151,715,160 148,065,820 151,190,972

交付金事業の総事業費等     令和２年度     令和３年度     令和４年度 備考

総事業費 151,715,160 148,065,820 151,190,972

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 ― 151,190,972

計 151,190,972

交付金事業の担当課室 企画総務部　財政課

交付金事業の評価課室 企画総務部　財政課



Ⅱ．事業評価個表（令和元年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営措置

施設維持補修基金造成事業

交付金事業に関係する主要政
策・
施策と目標

第６次綾部市総合計画　前期基本計画（令和３年度～令和７年度）
基本目標　環境をととのえ、健康のあふれるまち
　第１節　環境保全と廃棄物対策の推進
　　施策：「循環型社会の推進」…海洋汚染の原因ともなるプラスチックごみの削減、紙ごみを中心にごみ排出量
　　　　　　の半減を目指す市民活動との連動など、3Rの活動を一層推進し、ごみ減量・分別・資源化を促進
　　施策：「斎場・共葬墓地の管理運営」…斎場の適切な維持管理と安全な稼働及び利便性の向上
　　目標：地球規模での環境問題が深刻化する中、豊かな自然環境を守り育て、次の世代に引き継ぐために、環
　　　　　　境に対する意識の高揚を図る。
　　　　　　また、環境への負荷を低減する暮らしの実現に向けて、市民や地域全体で環境保全活動に取り組ん
　　　　　　でいく社会の構築を目指す。

事業開始年度 令和４年度 事業終了年度 令和８年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 綾部市

交付金事業実施場所 綾部市若竹町

交付金事業の概要
クリーンセンター及び斎場の施設維持補修に充当するための基金造成事業
充当予定期間（令和５年度～令和８年度）

事業期間の設定理由 ―

交付金事業の成果目標及び
成果実績

定量的な成果目標 成果指標 単位 評価年度　　　令和８年度

１人当たりのごみ排
出量（家庭ごみ）

（年間）１８０ｋｇ

１人当たりのごみ排
出量

達成度

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価

成果実績 ―

目標値 ｋｇ １８０ｋｇ

当該基金の造成により、今後クリーンセンター及び斎場の施設維持補修を安定的に実施する財政基盤が整いました。

成果及び評価に係る第三者機関等の活用の有無

無



交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

1

達成度 100% 100% 100%

施設維持補修基金造成事業

活動実績 件 1 1 1

活動見込 件 1 1

交付金充当額 41,300,000 41,000,000 41,000,000

交付金事業の総事業費等     令和２年度     令和３年度     令和４年度 備考

総事業費 41,300,000 41,000,000 41,000,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法等 契約の相手方 契約金額

基金造成 積立 ― 41,000,000

計 41,000,000

交付金事業の担当課室 企画総務部　財政課

交付金事業の評価課室 企画総務部　財政課




